
平成 2３年度 （社）静岡県建築士会 第 10 回中部ブロック協議会議事録

開催日：平成２３年 1２月２１日（水）

時 間：14:00～17:00 
場 所：県建設業会館 ４階 会議室

議    長： ブロック長 水上 茂樹

議事録作成人： 岡山 晋也

協議委員出席者（□：出席 ◇：委任状 ◆：遅刻 ■：欠席）

・ ブロック長、副ブロック長

□水上 茂樹（清水）  □鈴木 悦夫（清水） □岡山 晋也（静岡）

□松下 好宏（榛原）  □滝口 達郎（志太）

・ 協議員

□畑  禎之（榛原） □小野 信一（静岡） □石間  均（榛原）

 □望月 廣道（清水） □池ヶ谷紀行（清水） □遠藤 文久（静岡）

□新間 祥一（志太） □立石 昌江（志太）

・ 委員長

■長谷川 敦己（会員厚生）□谷澤 真明（事業研修）■清水 利至（青年企画）

□佐野 真浩（広報情報） □亀山 靖生（まちづくり）

・ 本会会長・副会長・理事・監事

■西山 昌行（静岡）  ◆朝比奈 清久（静岡）

□小林  修（志太）  ■長谷川 秀男（榛原）

出席者 18 名 欠席者 4 名  合計 22 名

［議事］

１． ブロック長挨拶

２． 資料確認

３． 議事録作成人の指名 今回の担当は（静岡地区）

４． 協議事項

（１）前回議事録の確認

第８回の議事録の誤字の訂正が未了との指摘有り（小野）



（２）各常設委員会報告

■ 事業研修委員会 （谷澤）

 第７・８回の議事録を基に説明

見学会について （１泊２日を予定）

１日目 Ｈ24・3/9（金）、建材展 東京ﾋﾞｯｸｻｲﾄ

２日目    3/10（土）東京ガス科学館 （静岡ガス協賛）

定期講習（指定講習会）について

H24・1 月 18 日 グランシップ スタッフ決定

 賛助会員 静岡ガス（藤原）委員として１名会議に参加

■ 青年企画委員会 （松下）

配付資料参照（12/13 の議事録） 

1）H24 2/4・5 視察研修旅行 募集は青年（非会員含む）会員のみ

とする。県内（東部 10 名、中部 20 名、西部 5 名）の青年委員総数

35 名程度になる。（参加名簿は来月の協議会にて提出予定）

バスも三島→静岡→浜松となりました。

締め切りは 1/10、
1/20 位には宿泊先へ人数報告、

予算的には 15.000 円/人位になりそうである。

2）東海・北陸青年建築士協議会が鈴鹿サーキットで

Ｈ24・2/26、2/27 日に開催予定。

3）建築甲子園は静岡県科学技術高校建築科が優勝しました

（本会広報にて発表か？）

4）中部の青年企画委員会から本会委員を選出との事

    静岡の八木氏・守屋氏、志太の川口氏の３名選出

    次期本会青年企画委員会委員長 八木氏の予定  

               以上に決定

■ 会員厚生委員会（滝口）

資料の第４・５回の議事録、案内状・次第を基に説明

1）11/26 「蕎麦打ち体験＆懇親会」事業報告

    参加者２１名、懇親会１９名

2）「（社）静岡県建築士会中部ブロック報告会」について

 予算・・・・・上限 15 万（協議会承認済）

 会場 藤枝市青木 2 丁目 35-30 はれの季「小杉苑」桜・藤の間



参加者記念品・・・・・ＬＥＤ小型ライト（100 ｹ）発注済

記念講演   講師 静岡市役所 文化財課 渡辺 康弘氏

       テーマ（仮称）「文化財としての建造物」

懇親会参加費 5.500 円

会員への案内状作成（参加締め切りＨ24・1/20 頃）12 月中に発送

報告会次第・・・来賓・官公庁行政への連絡は不要

23 年度ブロック事業の報告は各委員会にて作成

資料作成・・・・・２月のブロック協議会委員にて作成

参加人数は８０名位を想定

3）次年度役員について

     各地区２名（４地区で計８名）現状維持

     委員長については静岡地区、副委員長は清水地区から選出予定

      静岡地区に関しては現在地区に会員委員会が無いので

      委員長を選出するのは困難であり、1・2 年の猶予を頂きたい（小野）

     委員長に関しては委員会として再考します。

     次回の委員会は１月下旬を予定

                     以上

■ 広報情報委員会 （佐野）

資料（第２回委員会議事録）を基に説明

本会のホームペ－ジが変わった事で、今まで活動が鈍っていたが、

今後、少しづつ各地区単位で活動を始めたいと考えています。

委員への連絡についても反応が遅く困惑気味でもあり苦労。

次期委員の選出についても困っている状態です。

新ホ－ムペ－ジ説明会はＨ24・２月頃各地区にて開催予定

以上

本会としてＨＰ作成者との話し合い（12/14）を持ち

来年早々に改善を進め対応することになっています。・・・（鈴木）

■ まちづくり委員会 （亀山）

資料（第２回委員会議事録）を基に説明

1）12/8 旧田中邸 青山荘（清水区蒲原）見学会報告

2）まちづくりマップについて説明

3）委員会の構成人数について

    今後８名（各地区２名）の枠を越えても可

                         以上



■ 会員増強検討委員会（鈴木）

資料（第４回委員会議事録）を基に説明

 外向きの提案

a) 建築士会のブランド化

b) まちづくりへ積極的に関わりを持つ

c) 地域文化財への関わり

d) 新規建築士免許取得者へのＰＲ

    来年早々日建学院と中部総合資格学院の謝恩会へ

    副会長が出向きＰＲする。

e) ＨＰの活用

f) その他、様々な講習会開催

以上のような提案を実行していく事が大事である。（水上）

                       以上

（３）平成 24,25 年度会長候補の推薦について

      （東・中・西各ブロック共推薦者なし）よってＨ24・1/16 まで

      推薦期限を延長する。

    経過報告 （望月）

      先日、選考委員会として総務会へ報告。推薦が無かった時の

内規等変更追記をお願いしたが、すぐには出来ないとの回答

でした。その時の意見で何故中部は推薦が無いのか？

との質問が出たがそれは、他のブロックも同じでは？

現会長は今期限りで辞職したいとの事でしたので結論

は上記の通りです。

   ●明日、朝比奈副会長と同行し現西山会長の考えを聞く予定・・（水上）

   ●中部ブロックの議事録を読んだ現会長は中部ブロックからの推薦が

無い事に対して気持ちを逆なでされた思いがあったのでは？ただ、

中部ブロックとして公募はかけたけど立候補者が無かったと言う事

だけなのだが・・それについては誤解も有り、感情的には不満が

残り辞職したいとの発言に繋がったのではないか？と思います。（鈴木）

   ●それは、何故自分を推薦しなかったのか？と言う事ですか？・・（畑）

●臨時総会まで開催し、こういう方向で進む事を決めたのだから、最後 

まで現三役は継続して責任を全うして欲しい。後は知らない

では困る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（遠藤）

●会長は県全体の問題で有り、中部ブロックだけでお願いに行くのは

どうか？と思いますが・・・・・（石間）

●中部ブロックとして会長継続をお願いに行く訳では無い・・・（水上）



●推薦ではなく現体制維持をお願いに行くというのはどうか？・・（遠藤）

 ●静岡地区を代表して言わせて頂くと旧静岡支部の会員は現会長の考

え方に対し疑問を持っている人も多数いるので、ブロック推薦については

協議会が始まる前の話し合いの結果

静岡地区の 3 人は棄権する予定です。又、定款変更し

改革途上であるのでその義務は負うべきでは？・・・・・・・（小野）

●本人としては道筋をつけたと考えて辞めたいとおっしゃっている

のでは？・・・・・・・（畑）

●いや、唯、賛否を問うただけで有り、完全に途中であり道筋はついて

ないと思います。・・・・・・・（小野）

●もう少し方向性を示してもらわないと、余計に混乱するので他に

候補者がなければ継続してもらいたい。・・・・・・（松下）（石間）

●道筋はつけたと思われているのかどうか解らないが、投げられた次の

人達は大変だ。又、会員減少についても反省が必要で、会員数に

しても元に戻るまで責任を果たして辞めるべき・・・・・（谷澤）

●ブロック協議員として選考委員の立場でもありますが、今後ブロック

として推薦することは、しっかりハシゴを支えて行くと言う事になる

訳ですが、今まで西山会長に対して様々な進言をして来ましたが

中部ブロックとしての意見は取り上げられなかった事を考えると、

今後もハシゴを支えて行く自信はないので個人的には推薦は控え

させて頂きたいし、中部ﾌﾞﾛｯｸとしても推薦はしたくない・・・（望月）

●他に推薦者がいないのなら改革の道半ばであるので現執行部として

継続してもらいたい。個人としては推薦は棄権したい・・・（池ヶ谷）

●現会長のサポ－トする意思がないなら推薦しない方が良い。又、

改革を托せる人を中部ブロックとして必死に捜すべきでは？・（佐野）

  ●支えられるか？個人的には疑問。中部ﾌﾞﾛｯｸとして、推薦できる人

   （支えられる人）を捜した方が良いのかなと思う・・・・・（亀山）

●東・中・西の各ﾌﾞﾛｯｸ長の３人で早急に話し合ったらどうか？

５０名の推薦者を誰が集めるかと言う問題も有り、選考委員長として

の立場も有り発言は控えたい・・・・・・・・・・・・・・（新間）

●会員の動向を見てると関心のある人が少ないように思われる。会長を

 サポ－トできる人がいれば、公益法人化も途中であり、今の体制で

やる方向が良いのでは？ゴタゴタしてると益々会員減少は進んで

しまうと思います・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（立石）

●責任の取り方は（退任・継続）が有り、目線の違いも有り評価は

様々であると思います。適任者を推薦すべき・・・・・・（滝口）



●会長が次期はやらないと総務会で発言されたらしいが、所属ブロック

 からの推薦が無いと続投しにくいと考えられる。任期が切れるから

やめるのか？意欲が失せたのか？解らないが、連合会の判定士活動

 の疑問点など、来年度の全国大会で座長として発表することになって

 いるのだが自ら発言したことを連合会に対してもそれを投げ出す事

になるのかな？真意が良くわからない。ﾌﾞﾛｯｸ長会議又は総務会

などで後の人選を協議してもらいたい。・・・・・・・・・（小林）

● 会長の選考基準を理事会にて早急に再考すべきだと思う。

この一年半の理事会にも出席してて感じた事は中部ﾌﾞﾛｯｸとしての

意見はほとんど無視されたように感じてます。支えてたハシゴを

自ら蹴って意思を通されたのだから少なくてもそれに同意した

総務会のメンバ－は最後まで責任をとってやるべきではないか

と思います。次年度からは理事定数の変更がありますが・・（岡山）

●中部ﾌﾞﾛｯｸからの推薦が無いと言われたと聞いているが、他のﾌﾞﾛｯｸ

 もないのだから・・もし数人の推薦者が出た時はどうするの？（遠藤）

● その時は選考委員会が調整に入ります。私個人的には「中部ﾌﾞﾛｯｸとし

て推薦し留任してもらいたい」との事かな？と理解した。報告の中で

副会長の中で引き受けてくれる方はいないか聞いてみたが、無い

との事。いずれにしても 1/16 までに推薦者が無い場合は理事会

で協議することになっています。規約が無ければ選考委員会はそこで

手を引くことになります。昔の規約では推薦者が無い場合は留任

となっていたらしいのですが。・・・・・・・・・・・・・（望月）

  ●早急にやるべき改革をやってこなかった経緯を考えると、皆さんの

   意見は理解できる。かといってﾌﾞﾛｯｸの支えなしに継続する事は気持ち 

   的に辛い事も理解できます。今、皆さんの意見を聞いてると

やはり、中部ブロックとして推薦するのは難しいのかな？と思う。

他のブロックからの推薦者を待つか？無い場合は早急に理事会で

対応を図っていただきたい。ただ、現執行部の中に様々な問題を

後回しにして、ここまでやってしまった事に対しての責任感が希薄

な事は感じています。残念ながら体質は変わらないと思いますが

今後の対応については、能力の範囲内で現執行部の方達で何とか

やってもらい、次に繋いでもらいたい。そろそろ、今後の事を皆さん

でもっと真剣に考えていかなくてはならない時期にきてるのかな？

と思います。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（畑）

●では、今後どのような体制が望ましいのか？・・・・・・・（石間）

●個人的には各ブロックの独立（一般社団として）が最優先されるべき



だと思われる。変えられるものならば、本会は公益社団として残し、

各ブロックが東・中・西の独自性を出してそれぞれの地区で活動

できるような組織にしたら？と思います。今の串刺し状態のままでは

会員の減少は止まらないだろうと思われます・・・・・・・・（畑）

   ●中部ブロックの皆が、現会長を推薦する人がいないのでは四面楚歌

    で動きが取れない。本会理事会へ託すしかないのでは・・・（石間）

●今までの経過（建産国保・本会事務局ｽﾘﾑ化等）を見てたらそれは

仕方の無い事で有り、旧静岡支部の動きも今後はどう変化してい

くのか「風雲急を告げる」状況でも有ります。危機感の無さには

あきれる思いである・・・・・・・・・・・・・・・・・（岡山）

●全く、耳の痛い話でして・・・しかし、現会長を２年間見てて

  いろんな提言に対し会長にその意思が無いものについては全く

取り上げない姿勢であった事は感じてます。潜在的には会員の

なかにもっと素晴らしい方が大勢いらっしゃると思いますので

ぜひ、会長候補として名乗りを上げて頂きたい。・・・（鈴木）

   ●様々なご意見ありがとうございました。ここで休憩します。（水上）

 議事を再開

（４）平成 24 年度からの予算組みについて（ブロック・地区の事業区分）

 平成 24 年度地区事業の予算計上（静岡地区の予算書参考）

 各地区長に各委員会・地区事業計画をあげてもらう 1/10 までに

1/11,1/19 と財務検討会議が有ります。会員減少を考えると

来年度はブロックへの割り当ても今年度の 6 割程度となりそうな

気配である・・・・・・・（財務検討委員 鈴木）

（５）静岡市の建築相談・あんしん住まい相談員の公募

事業研修委員会へ依頼

あんしん住まい相談員の公募は地域性も有り

（静岡・清水）地区に限定する。

ミ－ナ葵の相談員は２月の中旬にブロック内会員に公募予定

   相談内容にバラつきがないよう注意した方が良い

（６）その他

① 第１４回建築五団体賀詞交換会(H24 1/27) 
     中部ﾌﾞﾛｯｸ５１名参加（12 月 9 日時点）

本会からの補助は無し（今までは、各支部から補助有り）

従って、協議会へ計らずブロック長の一存で中部ブロックから

補助費を出すことに決定。 名簿・チケット配布



② 議事録のホ－ムペ－ジ掲載

   協議会議事録・各委員会議事録は速やかにホ－ムペ－ジに掲載

   （現在は中部ブロック事務局員がアップしています。）

③ ドライクリーニング工場の調査、派遣委員の募集

   資料を基に説明（鈴木）

各ブロックより 2～3 名ずつ選出

中部ブロックは 鈴木・望月・（遠藤？）の 3 名とする

H24 2 月末までにモデル調査の実施

④ アルミニウム合金筋交いの紹介（清水地区：日軽金アクト㈱）

      カタログ紹介 1 軒に最低 4 本 壁倍率 2.4 
                     制震については+α
      詳しくは日軽金へ・・・・・・

 ⑤ 次年度における広報誌、会員名簿の発行（再確認）

      広報誌・・・毎月ＨＰに掲載 季刊誌として発行してはどうか？

      会員名簿・・今より簡略化して発行しては？・・・・・

⑥ 役員の改選

      副会長、理事の選出   Ｈ24 年 2 月頃までに決定し

3/2 のブロック報告会にて紹介予定

⑦ 規則集の処分について（たな卸し資産のゼロ円化）

    東部ブロック事務局にて保管することに決定。

    今までどおりに各事務局にて販売する。

⑧ ブロック予算のスケジュ－ルについて

1 月 10 日位までにﾌﾞﾛｯｸ協議会までに各地区の予算をあげてもらう。

⑨ ＴＯＵＫＡＩ－0 推進キャンペ－ンについて

        資料有り

⑩ 耐震診断補強相談士の講習会

        来年から始まります。申し込みを忘れないように

        注意して下さい。

  今日は長時間お疲れ様でした。この後忘年会を予定しております。

  参加される方は速やかに移動願います。・・・・（中部ブロック長 水上）

次回協議会開催日時 平成 24 年 1 月 24 日（水）13:30～ 

会場   建設業会館 4Ｆ（未定）


